
１９４１年（昭和１６年）１２月の開戦以来、
日本軍は勝利の進撃を続けていましたが、国民の
喜びもつかの間で戦局はかげりを見せ始めます。
１９４２年８月に日本は、絶対国防圏（本土防衛・
戦争維持のために死守しなければならない防衛ライ
ン）を設定するも、それらの戦線は瞬く間に崩れて
いきました。そして日本軍は、迫りくるアメリカ軍
を相手に悲惨な戦いを繰り広げていきました。

１．戦局の転換１９４２年（昭和１７年）

～南洋群島で日本軍の全滅地域が拡大し、アメリカの
占領戦略は、ギルバート諸島⇒マーシャル諸島⇒トラッ
ク諸島⇒マリアナ諸島⇒日本本土の順に進められてい
きました。

●６月 ミッドウェー海戦 ①
　　 この戦いを境にそれまでの日本軍優勢の戦局は逆転
しました。

●８月～翌２月 ガダルカナル島攻防戦 ②
　　 アメリカ軍は、ガダルカナル島の占領を皮切りに本格
的な反撃作戦を始めました。

２．戦線の崩壊
１９４３年（昭和１８年）
●５月 アッツ島玉砕 ③
●１１月 タワラ島・マキン島玉砕 ④
１９４４年（昭和１９年）
●７月 サイパン島玉砕 ⑤
　　 サイパン島陥落により、日本本土がＢ－２９（戦略爆
撃機）の爆撃可能範囲に入り、都市への空襲が始まり
ました。

●８月 グァム島玉砕 ⑥
＊ 玉砕は全滅を意味しますが、「生き恥をさらさず、立派
に戦い、潔く死んだ」という称賛の意味がこめられてい
ました。アッツ島の悲劇を最初として新聞に頻繁に登場
するようになりました。
●１０月 フィリピンにて、初めての特攻 ⑦
　　 特攻は特別攻撃の略称で、爆装し敵艦に体当たりして
いきました。航空特攻と海上特攻がありました。

３．最後の決戦へ １９４５年
●３月 硫黄島の戦い ⑧
　　 硫黄島の陥落により、Ｂ－２９の中継基地が作られ本
土爆撃にも護衛機がつくようになりました。

●４月～６月 沖縄の戦い ⑨
　壮絶な沖縄戦の犠牲者は住民だけで１０万人と言われ
ています。右は、沖縄に配属になっ
た陸軍の軍人から届いたハガキ。
右下は、沖縄戦により亡くなった
ことを告げる死亡告知書。（ハガキ
の差出人と死亡者は、同じ人物で
あり、先月号で紹介した外薗克己
氏です。告知書には、５月８日沖
縄本島首里にて死亡したことが記
されています。）
４．終焉の時 １９４５年８月
●８月 原爆投下
●８月 ポツダム宣言受諾
●９月 降伏文書に調印

～郷土の戦争・本土決戦の地と
想定されていた郷土～

　志布志湾は、本土決戦の地とし
て想定され、１９４４年（昭和
１９年）の夏から迎撃のための軍事施設が志布志湾岸に構
築され、大崎町内では、金丸・崎園・谷迫に陣地が敷かれ
ていました。左下の写真は、西持留に残るトーチカ（コン
クリート製の防御陣地）です。このトーチカは監視・通信
用のトーチカです。右下の写真は、小能集落に積部隊（陸
軍 第１６方面軍第５７軍第８６師
団）が駐屯していたことを記念し
て造られました。

【敗北への道】

　終戦から６６年の月日がたち、今では日本が戦争してい
たことを知らない人々もいます。だからこそ今もっと、戦
争があったという真実を語り伝えていく必要があります。
　１１月２３日（水）のふれあいフェスタでは、２９歳と
２５歳（上記の外園克己氏）という若さで戦死した兄弟を
主人公とした特別企画展『平和への祈り～若者たちの遺
品から～』を開催し、彼らが家族へ宛てた手紙・軍服・勲
章などを展示します。戦争の時代を生きた人々が遺したも
のをとおして、平和の尊さを改めて感じませんか？

大崎町教育委員会
＊ 主要参考文献『太平洋戦争』小林弘忠著
　　　　　　　『太平洋戦争』半藤一利著
　　　　　　　『喜入町郷土誌』

（赤線は1942年の日本軍の戦線）
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